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アジア北地域会長会の紹介
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第一副会長
ハノイノサノ

韓仁相長老

韓長 老 は,1938年12月10日,韓 国 ソ

ウル に生 まれ た。 これ まで7年 間 にわ

たっ て ソウル に あ る教会 管 理本 部 で地

区監 督 を務 め て きた。

以前 は教 会 の ソウル･デ ィス トリ ビ

ュー シ ョンセ ンター を管 理 して いた。

また韓 国 の教会 のた めの翻 訳 の責任 者

で もあ った韓 長老 は,モ ルモ ン経 を韓

国語 に翻訳 した。
イノチヨノ

仁 川 に あ る大 学 校 を卒 業 し,ソ ウ
ナノイノク

ル の弘 益 大学 で も学 んだ。教 会 で は,
プ

支部 長,地 方 部長,地 区代表,韓 国 釜
サノ

山伝道部の伝道部長を歴任している。

韓長老は伝道部長,地 区代表に召され

た最初の韓国人である。七十人第二定

員会会員に召された当時,日 曜学校教

師,ま た神殿の結び固めの儀式執行者
リ 　 キ ユ 　 イ ノ

として働 い て い た。妻 の李 揆 仁 姉 妹

との間 に5人 の子供 が い る。

会長

W･ユ ー ジ ン･八 ンセ ン 長 老

ハ ンセ ン長老 は,1928年8月23日 に

ユ タ州 トレモ ン トン市 に生 まれ た。 ア

イダ ホ州 ス トー ン出身 の ジー ニ ン･シ

ョー ウ ェル姉妹 との間 に息 子5人,娘

ひ と りに恵 まれ,男 女7人 の孫が い る。

1950年 に は農業 経済 学 の学 士号 を取

得 して ユタ州 立大 学 を卒業,1958年 に

ユ タ大 学 で法 律学 博 士号 を取 得 した。

それ以 後 はほ とん ど開業 弁護 士 として

働 いた。

これ まで祭 司 定員 会 ア ドバ イザ ー補

助,祭 司定員 会 ア ドバ イザ ー,監 督,

副監 督,ス テー キ部 若 い男性 会 長,高

等評 議 員,ス テー キ部幹 部 書記,ス テ

ー キ部 長 を歴任 。

1989年4月1日 に七 十人 第一 定 員会

会 員 に召 され,昨 年10月1日 か らア ジ

ア地域 会長 会 の第 一副 会長 の責 任 にあ

った。

第 二 副会 長

サ ム･K･島 袋 長 老

日系 ア メ リカ人 の島袋 長老 は,1925

年6月7日,ハ ワイ州 ワ イパ フで生 ま

れ た。 ハ ワイ大 学 か ら行 政学 の学位 を

取得 し,ハ ワイ州労 働局 で24年 間勤 務

し退 任 してい る。

今 年,七 十人 第二 定員 会会 員 に召 さ

れ た ときは ホノル ル西 ス テー キ部 ス テ

ー キ部 長 の任 に あ っ た。1954年 か ら

1957年 まで北部 極東 伝 道部 で 専任 宣教

師 として働 き,後 に,監 督,高 等 評 議

員 を務 めた。1981年 か ら1984年 まで は

日本 仙 台伝 道 部 の伝 道 部 長,さ らに

1985年 か ら1988年 まで は東京 神殿 の神

殿 長 として も責任 を果 た した。

1957年,ハ ワイ神殿 で結婚 した島 袋

長老 と妻 の道 子･広 瀬(旧 姓)姉 妹 の間

には娘 が ひ と りい たが,15歳 の と きに

亡 くな った。 □

,
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山 も望 む こ とが で き る。 創世 記8章4

節 によ る と,ノ ア の箱 舟 が この山 に と

どまった と記 されて い る。

オ ー クス長老 は奉献 の祈 りの中 で,

アル メニ アが｢キ リス ト教徒 の初 期 の

歴史 記録 か ら も明 らか な よ うに,天 父

の子供 た ちの幾 世紀 に もわ た る礼拝 に

よって清 め られ た地 であ る｣と言 及 した。

さ らにオー クス長 老 は,こ の地 の人

人 が過去 か ら引 き継 い で きた 困難 に打

ち勝 ち,前 進 しよ う と努 め る とき に,

｢良 き行 ない に よ りもた らされ る恩 恵｣

を悟 り,｢自 由が もた らす 心地 よい風｣

を感 じ られ る よう に請 い願 った。 そ し

て幸福 とい う祝 福 が 注 が れ,｢自 由 の

歌 が響 きわ た る｣よ うに祈 った。

ソビエ ト連 邦 を公式 に奉 献 した最 も

古 い記 録 は,1903年8月6日 に,当 時

の十二 使徒 評 議員 会会 員 で あ り,ヨ ー

ロ ッパ伝道 部 伝道 部長 で あ った フ ラ ン

シ ス･M･ラ イ マ ン長 老 が,サ ン ク

ト･ペ テ ル ブル グ市(後 の レニ ング ラ

ー ド市)を 訪 れ た際 に捧 げた 祈 りと さ

れて い る。

ラ ッセ ル･M･ネ ル ソ ン 長 老 は,

1990年4月26日,レ ニ ン グ ラ ー ド市

(現在,サ ン ク ト･ペ テル ブル グ市 に

再 び 改称 され た)を 訪 れ た際,こ の地

に対 し再 奉献 と感謝 の特別 な祈 りを捧

げ た。

また,タ バ ナ クル合 唱 団が ソ連 ツア

ー でモ ス ク ワ を訪 れ てい た6月25日
,

共 に モス クワ入 りして いた ネル ソン長

老 とオ ー クス長 老 は,ク レム リンの城

郭 の近 くにあ る公 園 に赴 い た。 そ して,

ネ ル ソ ン長 老 に よ り,ソ ビエ ト連 邦 に

住 む人 々 と政府 へ の祝 福 を求 めて祈 り

が 捧 げ られた 。(｢チ ャ ーチ ニ ュー ズ｣

1991年9月28日 付)
s

フ ィリピン人 の救済 に

役立 て られ る教会 の基金

教
会 は,ワ シ ン トンD.C.に あ

るフ ィ リピ ン大使 館 に対 し,フ

ィ リピンの ピナ ツボ 山噴火 に よる被 害

者 救済 の ため に2万5,000ド ル を寄 付

した。 この寄 付金 は9月6日,十 二使

徒 定 員 会 会 員 のM･ラ ッセ ル･バ ラ

ー ド長 老か ら,エ マニ ュエ ル･ペ ラエ

ス大使代 理 の フ ラ ンク リン･エ ブ ダ リ

ン次席 に,小 切 手 で手渡 され た。同氏

は これ まで フ ィ リピ ンで 火 山問題 に取

り組 んで きた。

バ ラー ド長 老 は この よ うに述 べて い

る。｢こ れ らの基 金 は教 会 員 一 人 一 人

か ら寄せ られた 断食献 金 に よる もので

す。 この寄付 金 が,ピ ナ ツボ 山噴 火 の

被 害 に苦 しむ人 々 に何 らか の形 で 役立

て られ る よ う願 ってい ます 。｣

これ に対 し,エ ブ ダ リ ン次 席 は,

｢私 た ち は貴 教会 か ら過 去 に も援 助 を

い ただ きま したが,こ の たび も多 くの

恩 恵 を受 け る国 民 に成 り代 わ っ て,あ

りが た く この小 切 手 を受 領 い た し ま

す｣と 語 った。

また,フ ィ リピ ン･ア メ リカ協会 副

理 事長 イー レ ン･ナ テ ィビダ ッ ド氏 は

｢こ の多 額 の寄 付 金 は
,ピ ナ ツ ボ 山噴

火 によ る火事 や土 砂 崩れ で移 転 を余 儀

な くされ た100万 もの人 々 の 住 宅 の た

め に役立 て られ る こ とで し ょ う｣と 述

べ て い る。

フ ィ リ ピ ン に は現 在,23万7,000人

を越 え る会員 が お り,地 元 の教 会指 導

者 の指 示 の下 に,被 害者 救 済 のた め に

延 べ6,000時 聞以 上 に及 ぶ勤 労 奉 仕 を

行 なっ て きた。 これ を,輸 送,器 具,

救 急 用 品,衣 服,被 害者 への直 接 の援

助 を含 めて,金 額 に換算 す る と,13万

ドル に も及 ぶ額 とな る。

教 会 はこれ まで に もフ ィ リピン に対

し,地 震 や大 型 の台 風 に よ る災 害援 助

の た めに寄付 を して きて いる 。(｢チ ャ

ー チニ ュー ズ｣1991年9月28日 付)
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員(右),左 はバ ラー ド長老 に同 い 購

行 したバ ーバ リー･キ ャ ンベ ル
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今回のセミナーで対面した3組 の神殿長夫妻
トモスエ ア ボ

左か らイ ジー･ス ネデル フ レル 神殿長 と オルガ 姉妹,H･ラ モ ン ト･マ トキ ン神殿長 と リーア･P姉 妹,友 末･安 保神殿 長 とヘ レン姉妹 。
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試 練 や困難 の時 代 に彼 らが示 した信 仰

と勇気 が 思 い 出 さ れ ま し た。 そ し て

『炎 の ラ ンナ ー』 とい う話 に 出 て くる

私 の気 に入 って い る言葉 が心 に浮 か び

ま した。 『神 を た た え る者 を神 もた た

えん。』｣

これ まで農 業経 済 学 な どの分野 で働

いて きた スネ デル フ レル兄弟 と姉 妹 は,

神殿 長 セ ミナー の ため ソル トレー ク シ

テ ィー を訪 問 した 際,｢礼 拝 す る 自由

の価値 と重要性 を知 りました｣と 述 べ

た。｢30年 間私 たち は まっ た く集 会 を

開 くこ とが で き ませ んで した。 私 たち

はチ ェコス ロバ キ アの教会 が 崩壊 寸前

の状態 だっ た1972年 に教 会 の組織 を再

び一 か ら作 り直 し始 め ま した。常 に秘

密警 察 の不意 の介 入や 逮捕 を恐れ て い

ま した。 しか し結 局一 度 も介 入 は あ り

ませ んで した。1974年 にチ ェ コス ロバ

キ アのすべ て の聖徒 の ため に大会 を開

きま したが,出 席 した の は11入 の会員

だ けで した。 ほか の会 員 は恐 れ て出席

しなか った のです。この ころは私 たちに

とって とて も暗 くつ らい時 期 で した。｣

スネ デル フ レル 神殿 長 は1975年 にチ

ェコス ロバ キア の地方 部長 に召 されて

い る。

スネ デル フ レル 姉妹 は,今 チ ェ コス

ロバ キ アに訪 れ た新 しい 自由 につい て

次 の よ う に話 して い る。｢私 た ち は共

に教会 に集 え る ことを とて も喜 んで い
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ます。 堂 々 と,ま た頻 繁 に集 える こ と

を,こ れ までず っ と心 か ら願 って き ま

した。 この つ らい時期 を乗 り越 えられ

たひ けつ は,互 い に励 ま し合 った こと

です 。1985年 にモ ン ソン長老 が 来 られ

た とき,集 会 が 開か れ,話 をうかが い

ました。 この集 会 のお か げで私 た ち は

長 い間頑 張 って これ たので す。42年 間

も待 ったわ けですが,た とえ自分 た ち

の時 代 に起 こ らな くとも,あ の ひ どい

政権 はい つか倒 れ,自 由が 訪 れ,教 会

はチ ェ コス ロバ キア で発展 す る,と 確

信 してい ました。 この偉大 な出来 事 を

この 目で見 る こ とが で き感 謝 してい ま

す。 もうつ らか った こ とは思 い 出 した

くあ りませ ん。終 わ っ たの です か ら。

それ よ りこれか ら起 こる こ とを楽 しみ

に して い ます。｣

ス ネデル フ レル神殿 長 は次 の よ うに

述 べ て い る。｢共 産 党 政 権 は1989年11

月17日 に倒 れ ま したが,そ の後 宣教 師

を目 にす る よ うにな って初 め て,こ の

国 は本 当 に 自由 にな った のだ と感 じま

した。最 初 の長 老 は1990年5月2日 に

到 着 しま した 。 その とき感 じた喜 び は

言 葉 で は言い尽 くせ ませ ん。 私 たち は

心 か ら宣教 師 を歓 迎 しま した。 あの よ

うな喜 び を感 じた こ とはかつ て あ りま

せ んで した。｣

1990年5月 に宣 教 師が 到着 して以 来

1990年12月31日 ま で に102人 が,さ ら

に今 年 に入 り6月30日 まで に126人 が,

チ ェコス ロバ キ ア にお いてバ プテ スマ

を受 け た。

ドイ ツ･フ ライベ ル ク神殿 の神 殿 長

に召 され た ことに つい て,ス ネデ ル フ

レル神 殿 長(59歳)は 次 の よ うに述 べた。

｢世界 中 のす べ ての人 は神 の子供 で す。

福 音 にあ って は ドイ ツ人,ロ シ ア人,

ポ ー ラ ン ド人,チ ェコス ロバ キ ア人,

ル ーマ ニ ア人,ブ ルガ リア人,ハ ンガ

リー人 な ど,ど の ような 国籍 で あ ろ う

と区別 はあ りませ ん。｣

リンガ ー長老 はチ ャー チニ ューズ の

イ ンタ ビュー に対 し,次 の よ うに述 べ

た。｢ス ネ デル フ レル神 殿 長 と姉 妹 が

フ ライベル ク神 殿 に召 され た知 らせ を

耳 にした ときは とて も感激 し,涙 が込

み上 げて きま した。 この召 しに よって

福 音 の扉 はさ らに スラ ブ民族 す べ て に

対 して 開か れ る こ とで しょ う。 この召

しが 東欧 にお け る教会 の発 展 に対 して

どの よ うに重 要 な のか,ど の よ うな霊

的意 味 を持 つの か は,今 は まだ明 らか

で はあ りませ んが,時 が それ を明 らか

に して くれ る こ とで し ょ う。 ジ ョ セ

フ･ス ミス に与 え られ た啓 示 の一 節が

心 を よ ぎ ります。 『完全 な るわ が福 音,

弱 き者 た ち単純 な る者 たち に よ りて世

界 の いや はて まで も宣 べ られ 〔ん。〕』

(教義 と聖 約1:23)｣(｢チ ャー チニ ュ

ーズ｣1991年8月31日 付)
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せん で した。再 会 した どき,姉 妹 もお

母様 を亡 くされた と聞 いて 驚 きま した。

それ か ら私 たち は寺 川家 族 と家族 同

士 で おつ きあい させて い ただ くよ うに

な り,宣 教 師 を紹介 す る機 会 に恵 まれ

ました。達 也 は寺 川兄弟 姉 妹 に直接 福

音 を宣 べ伝 えたわ けで はあ りませ んが,

きっか けを作 り,体 全体 で メ ッセ ー ジ

を投 げか け,専 任 宣教 師 に,岡 町 の教

会 員 に,｢あ とは お願 い し ます｣と バ

トンを渡 してい った よ うに思 い ます。

自分 は とい えば寺 川姉 妹 のお母 様 に福

音 を伝 えてい るか もしれ ませ ん。

寺川 兄弟 姉妹 がバ プテ スマ を受 け ら

れ たの は,偶 然 に も達 也が 召 され て ち

ょう ど1年 後(1989年11月3日 亡)で し

た。バ プテ スマ会 の と き,達 也 が満面

の笑 み をた た えて天 父 と共 にそ の会 を

見 守 っ てい る よ うな気 が しま した。

達也 が病 気 の体 を持 って生 まれ た こ

とをっ らい と思 う こ ともあ りました。

彼 自身 も耐 え られ な い体 の痛 み を とき

どき感 じてい た こ とで し ょう。 しか し,

彼 は彼 に しか で きな い こ とを1年10カ

月 とい う短 い 間 に多 く残 して くれ まし

た。 そ の小 さな体 全体 で …… 。 とて も

感 謝 してい ます。 また,寺 川 家族,ス

ネ ル姉 妹,ス ペ ンサ ー姉妹,守 谷 家族,

伊 藤家 族,岡 町 ワー ド部 と豊 中東 ワー

ド部 の兄弟 姉 妹,専 任 宣教 師 に心 か ら

感謝 してい ます。 達也 も皆 さん の こ と

を心か ら愛 し,感 謝 してい る こ とと思

い ます。｢目 も見 えず,耳 も聞 こえ な

か っ たぼ くだ け ど,皆 さん の愛 と模範

の助 けに よって現 世 におい て も伝 道 で

きま した。 あ りが と う。｣そ して,｢寺

川姉 妹,ぼ くは姉 妹 のや さ しさを体 で

感 じて い ま した よ。福 音 を受 け入 れ て

くれ て あ りが と う。｣そ う言 っ て い る

ように思 い ます 。

今彼 は自 由に手足 を動 か し,目 も耳

も完全 な ままで天 父の もとで伝 道 して

いる こ とで し ょう。 また,私 た ち夫婦

へ の会員 伝 道 も忘 れ て はい ませ ん。毎

日愛 と励 ま しの メ ッセー ジを送 り続 け

て くれ てい ます 。｢し っ か り鉄 の棒 に

つ か まって!終 わ りまで頑張 らない

とぼ くに会 え ない よ｣と 。

本 当 に あ りが とう。小 さな宣 教 師。

(フレー ク･み か こ ワー ド部初 等 協

会 第一 副会長)

達 也･フ レー ク君 に

始 ま っ た伝 道

大阪北ステーキ部岡町ワード部

守谷歓二

父のみもとから重い障害を背負

天 って フ レー ク家 に送 られ て きた

達 也 君 はひ とつ のす ば らしい使 命 を果

た して,そ の短 い生涯 を終 え,天 父 の

み もとに帰 っ てい き ま した。

お父 さ ん,お 母 さん の笑顔 も見 えず,

や さ しい声 に こた え る こ ともで きず,

自由 に歩 き回 る こ とも,だ だ を こね て

甘 え る こ ともで きなか った達 也 君。 し

か し,そ の達 也 君が きっか けで寺 川 姉

妹 は フレー ク姉妹 に出会 い,宣 教師 を

紹 介 され,イ エ ス･キ リス トの福 音 を

聞 くよう にな った のです 。寺 川 家族 の

家 庭集 会 は岡町 ワー ド部 の各 家庭 で持

たれ,後 半 の3回 は私 の家 で行 な い ま

した。 そ して ダグ ラス･松 森 伝 道部 長

も出 席 して始 まっ た最後 の レ ッス ン は,

私 の生涯 を通 して二 度 とないす ば らし

い もの とな りま した。

姉妹 宣 教師 の｢寺 川姉 妹,開 会 のお

祈 りをお願 い し ます｣の 言葉 を受 けて

私が 口 を は さみ,｢で は閉 会 のお 祈 り

は寺 川兄 弟 です ね｣と 言 い ま した。 そ

の場 の雰 囲気 か ら私 は当然 レ ッス ン中

に寺 川兄 弟 がバ プ テス マ を受 け る決 心

を され る と思 った ので す。

とて も霊 的 な レ ッス ンで した。 しか

し,1｢バ プ テス マ を受 け ます｣と い う

言葉 を寺 川兄 弟 の 口か らつ い に聞 け な

い まま終 わ りに近づ き ました。 とっ く

にバ プテ スマ の決心 をな さっ てい る寺

川姉 妹,伝 道 部 長,姉 妹 宣教 師 た ち,
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そ して妻 と私 は少 々残 念 な気持 ちで し

た。閉 会 の賛 美 歌 を忘 れ て,｢で は閉

会 の お祈 りを……｣と い う姉妹 宣 教師

の言葉 に,今 回 は駄 目 だった の か と思

い ま した。 ところが寺 川兄 弟 の祈 りが

始 まって数 秒後 で した。｢天 の お父様,

私 はバ プテ スマ を受 け る こ とにな りま

した。｣歓 喜,感 動,う れ し い,す ご

い!そ の ときの私 た ちの喜 び は,知

る限 りの どんな言 葉 も,辞 書 を引い て,

喜 び の言葉 をすべ て並 べ た として も,

まだ足 りな いほ ど大 きな もので した。

｢主 よ感 謝 し ます
。 寺 川 兄 弟 の 霊 の 目

を開 い て くだ さっ て。｣ま さ に準 備 さ

れ た家族 の誕生 で した。

達也 君 に注 目 した寺 川姉 妹 が フレー

ク姉妹 と出会 い,そ して宣 教 師 と知 り

合 っ てか らの宣 教 師 の力強 さ には 目 を

見 張 る ものが あ りま した。 ワー ド部 の

会 員 た ち は彼 らに引 っ張 られ る よう に

次 か ら次 へ と家庭 集会 を開 きま した。

私 はそ の最 後 の ひ と押 しを した にす ぎ

ませ ん。バ プテ スマ を受 け られ た寺 川

兄 弟姉 妹以 上 に,そ こに携 わ った人 た

ちが 多 くの伝 道 の みた ま を受 け ま した。

また我 が家 で落 ち着 いて家 庭 集会 が

で きた の は,こ の とき高校1年 生 だ っ

た私 の娘 が幼 い ふ た りの娘 さんの面 倒

をみ て いた か らです 。 この こ とによ っ

て 自分 も協 力 で き,宣 教 師 と触 れ合 う

機 会 が増 えて,娘 が｢将 来伝 道 に出た

い｣と 言 い始 めた ときに は,親 ばか な

が ら娘 が光 って見 え ま した。娘 が言 葉

どお りに伝 道 に出て くれ る こ とを願 っ

て,い つ も心 の 中で は こう話 し掛 けて

い るので す。｢娘よ,二 言 は な しだ ぞ!｣

私 た ち夫 婦 は恵 まれ て彼 らの ホ ーム

テ ィー チ ャー に召 され ま した。 この8

月の ス テー キ部大 会 で寺 川兄 弟 はメル

キゼ デ ク神権 を付 与 され,寺 川 姉妹 は

扶 助協 会 で 断食 につ い ての レッス ン を

みず か ら断食 して準備 され るな ど,す

ば ら しい会 員 にな られ ま した。近 い将

来 神殿 での家族 の結 び 固 め も予 定 され

て い ます。

｢達 也 君
,見 て るか い?君 の 現 世

の時 間 はほ んの 少 しだ っ た けれ ど,君

の した こ とは偉 大 だ っ た よ。｣達 也 君

守谷ご家族
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か らお酒 をや めた｣と 宣 言 し ました。

10月 に入 って,毎 週 バ プ テスマ につ

いて学 び ま した。 その こ ろ,妻 が｢11

月4日 に夫婦 そ ろってバ プ テス マ を受

けたい｣.と いつ も宣教 師 に言 って いる

のを知 って い ま した。10月28日 の安息

日の夜,守 谷 兄弟 のお宅 で,松 森 伝道

部長,姉 妹宣 教師 と共 に レ ッス ン を受

け ました。 それ まで ど うして も聖 典 に

ついて知 識不 足 を強 く感 じた りして,

バ プ テスマ を受 ける踏 ん切 りが つか な

か ったので すが,伝 道 部 長 の話,守 谷

兄弟 の話 を聞 いて い る うち に,な ぜ か

わ か りませ んで したが突 然吹 っ切 れ た

よ うな気 持 ち にな りま した。 そ して,

閉 会 の祈 りを私 が す る こ とにな り,私

はそ の祈 りの 中で知 らぬ間 に｢11月4

日にバ プテス マ を受 け ます｣と 宣 言 し

てい たの です。 そ の と き,何 力｢気持 ち

がスー ッ として胸 のつ か えが下 りた よ

うに感 じま した。

そ して,11月4日,私 は守 谷兄 弟 に

よって,妻 は宣教 師 に よってバ プ テス

マ を受 けま した。聖 な る儀式 の と き,

守 谷兄 弟 はす ぐそば にい るの に,祈 り

の声 は なぜ か遠 い とこ ろか ら聞 こえて

くるので す。 聖霊 によ って主 のみ言 葉

が伝 え られ る と きは,ち ょう どこの よ

うな もので はない か と思 い ま した 。 ま

た,そ の後 の按 手礼 で は,安 らか な良

い気持 ちを感 じ,こ れ で教会 員 になれ

る とい う実 感 がわ い て きま した。 それ

と同時 に,こ れか らは大変 だ とい う気

持 ちで一杯 .にな りま した。 なぜ な ら,

あま りに も聖典 や 教会 の こ とに つい て

知識 が なか ったか らで す。

バ プテスマ会 の証 の中 で,私 は毎 日

祈 る こと と聖 典 を読 む こ とを約 束 しま

した。 小 さな こ とか もしれ ませ んが,

私 に とって は非常 にむず か しいチ ャレ

ンジで した。 どうして も毎 日の忙 しさ

に負 け そ うにな るので す。 しか し,こ

れ か ら は毎 日祈 る こ とと聖典 を読 む こ

とを 日課 として続 け てい く決 心 です。

バ プ テスマ会 の ときに は教会 員 の方々

に大変 お世話 にな り,本 当 に感謝 して

い ます。 私 たち家 族 は,末 日聖 徒 イエ

ス･キ リス ト教会 の会員 として生 まれ

変 わ りました。 この教 会 が真 実 で あ る

こ とを心 か ら証 い た し ます。(て らか

わ･り ょうい ち ワー ド部 書 記補 助)

拾 った本 と先祖の夢

沖縄那覇ステーキ部

浦添支部

桃原保

校2年 の夏休 み,ア ルバ イ トの

高 帰 りに道 を歩 いて い る と,ご み

置 き場 に捨 て られ て いた黒 っ ぽい表 紙

の本 が 目に留 ま りま した。 聖書 だ と思

って拾 い上 げて み る と,｢モ ル モ ン経｣

とい う聞 いた こと もない タイ トル が書

いて あ りますσ 何 の本 だ ろう と思 い な

が らペ ー ジ をめ くっ てみ る と,キ リス

トにつ い て書 い てあ る本 だ とわか りま

した。 当時 あ る教会 に通 って い た私 は,

この本 に非 常 に興味 が わ き,家 に持 ち

帰 っ て読 み始 め ま した。

あ る 日,私 はモ ル モ ン経 につ いて神

父 に尋 ね よ う と思 い,教 会 へ行 き ま し

た。 しか し神 父 は私 に,そ の本 は読 む

べ きで はない と言 い,鋭 く非難 し ま し

た。｢キ リス トの こ とが書 か れ て い る

のに,な ぜ?｣私 はそれ まで尊 敬 して

いた神 父 への 失意 とモル モ ン経 を非難

され た悔 しさで,そ の 日か ら教会 へ行

かな くな りま した。 で もモル モ ン経 は

毎 日少 しずつ読 んで い き ました。

新 学 期 が始 まって学 校 か ら帰 って く

る と,机 の上 に置 い て あっ た はず のモ

ルモ シ経 が な くな ってい る ことに気付

きま した。机 の下 や本 棚 の裏 な ど一 生

懸命 に探 しま したが,と う とう見 付 か

りませ んで した 。 まだ半 分 も読 んで い

なか ったの で,残 念 で な りませ んで し

た。続 きが読 み た い と思 い なが らも捜

し出 す方 法が わ か らな いの で,い つ か

そ の本 が 見付 か る 日 を待 つ しか あ りま

せ んで した。

半 年 ほ ど過 ぎ,春 休 み に入 って那 覇

の商店 街 を歩 いて い る と前 の方 にふ た

りの外人 が立 って い るの に気 付 きま し

た。 そ の ま ま通 り過 ぎよ う とす る と不

意 に呼 び止 め られ,英 会 話 の ち ら しを

渡 され ました。 そ のち らしで彼 らが 宣

教師 だ と知 り,興 味 が わ いて きま した

が,何 とな く恐 れ もあっ て,そ のふ た
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りか ら逃 げ る よ うに離 れ ま した。 その

ころは もう一 度教 会 へ行 きたい と思 い

始 めて いた ときだ った ゐで,以 前 通 っ

て いた教会 へ 行 っ てみ ました。 そ の間

も神 父 の言葉 が強 く頭 に こだ ま しなが

ら。｢モ ル モ ンは 異端 だ,そ ん な 本 は

読 むべ きで はな い｣と 。

ところが その 日以 来,私 は那 覇 へ出

掛 け るたび に同 じ宣 教 師 に会 う よ うに

な り,す っかp顔 を覚 えられ て し まい

ました。 彼 らに対 して好 感 は持 って い

た もの の,も う会 いた くない とも思 っ

て い ま した。

そん なあ る 日,私 は居 て も立 って も

い られ ない気 が して外 出 し,目 的 もな

く那覇 へ行 きま した。 しか しそ の 日に

限 ってバ ス の中 で居 眠 りを し,い つ も

降 りるバ ス停 を乗 り過 ごして しまい ま

した。慌 て てバ ス を降 りて引 き返 し,

歩道橋 を渡 ろ う としてふ と見上 げ る と,

宣教 師 らしい人 が10人 ぐ らい,行 き交

う人 に話 し掛 けて い ます。 少 しため ら

い ましたが,思 い切 って 階段 を上 り足

速 に渡 ろ う とす る と,顔 な.じみ の宣教

師 が私 に気 付 き,声 を掛 け て き ました。

｢急 い で いるか ら
。｣そ う言 って振 り切

ろ う とす る と,彼 はか ばん の中 か ら1

冊 の本 を取 り出 しなが ら言 い ま した。

｢ち ょっ と待 って
,こ の 本 を紹 介 した

い の で す。｣な ん とそ れ はモ ル モ ン経

で した。 あれ ほ ど探 して も見付 か らな

か っ た本が,突 然 目の前 に差 し出 され

たの です。 あ ま りの うれ しさ に言 葉 を

失 っ てい る と,彼 はモル モ ン経 につ い

て簡 単 に説 明 し,プ レゼ ン トして くれ

ま した。｢こ の本 につ いて,ま た私 た

ちの教会 につ いて,も っ とよ く知 りた

い と思 い ませ ん か。｣こ う聞 か れ た 私

は即 座 に｢知 りたい｣と 答 え,次 の 日

曜 日に会 う約束 を し ました。

日曜 日の朝,緊 張 しなが ら教 えられ

た教会 へ行 くと,彼 らが ドアの近 くで

私 を待 って い ま した。 やが て会衆 が賛

美 歌 を歌 い 始 め ま した。｢な ん て 力 強

い歌 な の だ ろ う!｣『 主 の み た ま は火

の ご と燃 え』 で した。 す ば らしい賛 美

歌 と友 好 的 な人 々 との交 わ りの 中で,

何 もか もが新鮮 に見 えた1日 で した。

那覇 で何 回か福 音 の話 を聞い た後,

私 が住 んで い る町の宣 教 師 を紹 介 され,

それ か ら は家 の近 くで話 を聞 くこ とが
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後 列左 か ら1-8,前 列 左 か ら9-14

〈名 前 〉 〈出 身地 〉
いとかず

1.糸 数ないび 沖縄那覇S/沖 縄W
みなみ り か

2.南 吏 花 仙台S/長 町W
うちだ

3.内 田ゆかり 東京西S/甲 府W
しも むらじゅん こ

4.霜 村 純 子 長野 口/長 野B
いわ さき のぶ こ

5.岩 崎 信 子 東京西S/国 立W
かた ぬま さ よ

6.潟 沼 紗 代 札幌S/厚 別W
かわ かみ あつ こ

7.川 上 敦 子 札幌西S/室 蘭W
の ま いずみ

8.野 間 泉 福岡S/二 日市B
なか の かつ ゆき

9.中 野 勝 之 高松 ロ/高 松B
わた なべ とし や

10.渡 辺 利 哉 東京北$/川 越W
ふる や けん じ

11.古 屋 健 二 東京西S/甲 府W
みや ぎ たく お

12.宮 城 拓 夫 東京東S/八 千代W
ほり ぐち さと し

13.堀 口 智 司 名古 屋西$/一 寓W
おお しろ あさ お

14.大 城 朝 雄 沖 縄 那覇S/首 里W

S:ス テー キ部,D:地 方部,W:ワ ー ド部,B:支 部

蓑

㎞

〈伝道地〉

名古屋伝道部

岡山伝道部

神戸伝道部

神戸伝道部

札幌伝道部

仙台伝道部

岡山伝道部

岡山伝道部

仙台伝道部

仙台伝道部

沖縄伝道部

福岡伝道部

大阪伝道部

名古屋伝道部

役員の任命

1991年9月7日 か ら1991年10月21日 ま

で に管 理本 部 会員 統計 記 録課 に通 知 の

あ った役員 の異勤(敬 称略)

●札幌西ステーキ部藻岩ワード部

新監督:内 海宏一郎

(前任者:坂 本一彦)

●盛岡地方部宮古支部

新支部長:盛 田耕司

(前任者:春 山篤)

●名古屋西ステーキ部大垣支部

新支部長:高 木覚

(前任者:川 瀬勉)

●北陸地方部富山支部

新支部長1中 村栄吉

(前任者:荻 原洋)

●広島ステーキ部安古市支部

新支部長:河 合豊治

(前任者:長 沼雅仁)

●熊本地方部大分支部

新支部長:岡 田豊章

(前任者:菅 原宏)

●熊本地方部白川支部

新支部長:野 田誠一

(前任者:小 笹康正)

新ユニッ ト

●名古 屋伝 道 部富 山地 方部

(北陸地 方部 か ら分割)

地 方部 長:荻 原洋

●大阪 伝道 部 名張 支部

支部 長:戸 村 正信

(1991年9月29日,富 山地 方部 が組織

された ことに よ り,日本地域 のス テーキ

部 数 は22,地 方 部数 は16に な りました)

皆さんの原稿を
r

募集しています

レローカルペ ー ジで は皆 さんの原稿 を

募集 してい ます。 改宗 談 や 日々 の生 活

で得 た証(仕 事 にかか わ る証 な ど),本

誌 を読 まれ て の感 想 文 な どを お送 り く

だ さい。

レ これ まで ロー カル ペー ジで は証 の著

者 の生年 を記載 して お りました が,今

後 は記載 しない こ とに な りま した。 た

だ し編 集作 業 の参 考 の ため,投 稿 の 際

には従来 どお り連 絡先(電 話番 号),教

会 での責 任(役 職名)に 併 せ,生 年 を記

入 してお 送 り くだ さい。

レお送 りい ただ い た原 稿 は一 部手 直 し

させ てい た だ く ことが あ り ます。 また,

掲 載 され る まで に は若 干 時 間が かか る

場合 もあ ります ので あ らか じめ ご了承

くだ さい。

レあ て先:〒150東 京 都渋 谷 区桜 丘 町

28-8末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教会

｢聖 徒 の道｣編 集室

XO3(5489)9251

聖徒 の道/1991年12月 号
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